
（別紙4）　　　平成　　22　年度

1自己評価及び外部評価結果

【暮彙所概要 （事業所記入）】

事業所番号 4490100163

法人名 ひだまり荘　株式会社

事業所名 ひだまり荘　敷戸

所在地 大分市敷戸北町2番2号 ひだまり荘

自己評価作成日 平成2 2年10月15日 評価結果市町村受理日平成23年3月23日

票慧慧子警＝讐警警讐警警J≒慧讐讐二二　…

評価機関名 特定非営利活勘法人　第三者評価機構

所在地 大分市大手羽農21書1の2 12　チュリス古国府壱書館 1F

訪問調査日 平成23年 1月24 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点く事業所記入）】
住 宅地 のど真ん中 に位 覆する、ひだまり荘。地域の 一員 となれ るように、各棟 イベントに参 加させ ていた
だき、交流 を困っております 。その交流 を通 じて、認知 症の 理解を広め 、時に は相 談機 関となれ るように
努めています 。また、利用者 の方 には、自宅の鷲 鼻の ように過ごして頂 けるように、日々努めておりま

す 。その 中で、認知 症の 進行が 少しでも租 やかになるように頑張 ってお ります。

【外部評価で確馳した事業所の優れている点、工夫点く評価機関記入）】
高 齢 化が 畿 練 的に進 む 昭和 の慕 いを感 じる市 郊 外 の住 宅街 に在 る　 鉄 骨8 闇 建 て2 ユニット（1 ・2 暗 部 分）の

境 の

数 個 の

は 理 念

しな が

　　　　　　 ヽ
施 設 です 。団 地 の土 豪 道路 　　　　　　　　　　　 ヽ

に面 しており、幼稚 贋 や 小筆 附 こも程近 く、日々の 生 活の 流れ が 感 じられる環
中 、日常 の生 活 菅などを耳lこできる空 間 とすえます 。光 彩注 ぐ居 間 は、、憩 いの 増 として家 庭 的な気 配 り（

ソファー 等 ）の様 子 が伺 えます 。日常 動作 に着 日した股 針で 、洗 面 台 の高 さ尊 にも配慮 が 見られ ます 。職

に繋 がる支 援を旨として 、利 用 者の 曽 段の 生 活をチーム として支えてお り、負 担 を与 えな い青葉 か けに留
ら、一 人ひ とりの 思 いに添 った介 護 に励ん でいます 。また 、地域 で生 活す る蒙虞 の一 人 として地域 との お付 き合 い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′
義に営 む ために 、安 全 な暮 らしに留意 しなが ら心 の通 い合 う介 護 に向 けて取 り租 んで います 。

Ⅴ ．サ ー ビス の 戚 集 に 騨 す る 項 目 （ア ウ トカム 項 目 ）　 ※ 項 目h 1－ 5 5で 日 頃 の 取 り鯛 み を 自 己 点 檎 した うえで 、成 果 に つ い て 自 己 騨 儀 しま す

項　 目
　 取 り 組 み の 成 果

l 該 当す るものに○ 印
項　 目

　 取 り 組 み の 成 果
1 該 当するものに0 印

56

職 員は 、利用者 の息 いや願 い、暮らし方 の意 向
を摘 んでいる

（参 考項 目：23，24，25）

○ 1．ほぼ全 ての 利用者 の

63

職 員は、家族 が困っていること、不 安なこと、求
めていることをよくせ いており、信頼 関係 ができ

ている
（参 考項 目 ：9，10，用）

○ 1．ほぼ 全ての豪族 と

2．利 用者 の2／3 くらいの 2．家族 の2／3 くらいと

3．利 用者 の 1／3 くらいの 3．家族 の 1／3 くらいと

4．ほとん ど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57

利用 者 と職員 が、－I削こゆったりと過 ごす場 面が

ある

（参 考項 目：18．3 8）

0 1．毎 日ある

64

通 いの 場や グループホーム に麟 染み の人や 地

域 の人 々が訪ね て来ている

（参 考項 目 ：2，20）

1．ほ ぼ毎 日のように

2．数 日に 1回程 度ある 2．数 日に1回程 度

3．たまにある 0 3．たまに

4．ほとん どない 4．ほとんどない

58
利用 者 は、一 人ひとりのペースで暮 らしている

（参 考項 目：3 8）

0 1．ほぼ全 ての 利用者 が

65

運 営推進会 練 を遷 して 、地域住 民や 地元 の関係

者 とのつなが りが拡が ったり深 まり、事 業所の 理
解者 や応 経書 が増えている

（参 考項 目 ：4）

1．大いに増 えている

2．利用者 の2 ／3 くらいが 0 2．少しずつ増えている

3．利用者 の 1／3 くらいが 3．あまり増 えていない

4．ほとん どいない 4．全くいない

59

利 用者 は、職 員が支 援することで生 き生きした表

情 や姿 がみられている

（蓼 考項 目：3 68 7）

0 1．ほぼ全 ての利用者 が

66
義 員は 、活き活 きと働 けている
（参 考項 目：11，12）

○ 1．ほ ぼ全ての職 員が

2．利用者 の2 ／3 くらいが 2．職 員の2 ／3 くらいが

3．利用者 の 1／3 くらいが 3．職 員の 1／3 くらいが

4．ほとん どいない 4．ほ とんどいない

60
利 用者 は、戸 外の 行きたいところへ 出か けている

（参 考項 目：4 9）

1．ほぼ全 ての利用 者が

67

職 員か ら見て 、利用者 はサ ービスにおおむ ね漬

足 していると患う

0 1．ほ ぼ全ての利 用者が

0 2．利用者 の2 ／3 くらいが 2．利 用者の 2伯 くらいが

3．利用者 の 1／3 くらいが 3．利 用者の 1／3くらいが

4．ほとん どいない 4．ほ とんどいない

6 1

利 用者 は、健 康讐 理や医 療面 、安 全面で不安 な

く遇 ごせ ている

（参 考項 目：30．31）

0 1．ほぼ全 ての利 用者が

68

職 員か ら見 て、利用者 の 豪族等 lまサー ビスにお

おむね 満足 していると患 う

○ 1．ほ ぼ全ての家 族等 が

2．利用者 の2 ／3くらいが 2．豪 族等 の2／3 くらいが

3．利用者 の 1／3 くらいが 3．家 族等 の 1／3 くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどできていない

82

利 用者 は、その 時々の 状況 や憂 まに応 じた柔 軟

な支掛 こより、安心 して暮 らせている
（鯵 考項 目：28）

○ 1．ほぼ 全ての利 用者が

－ ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 G H ひだ ま り荘 （敷 戸 ）

2．利用者 の 2／3くらいが
3．利用者 の 1／3くらいが
4．ほとんどいない

1 ぺ



自己評 価 お よび 外 部 評 価 結 果　　　　　　　　　　　　　　 〔セル内の改行は、（A ltキー）＋（Enterキ‾）です。〕

自 外
部

項　 目
自己評価 　　　 外部評価

実践状況　　　 次のステップに向けて期待したい内容
己 口

：：▲
基づくく運営

1 （1）○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職鼻は、その理念を共有して
乗組 こつなげている

定期的な会議で運営理念を全職員で再確認し、
入居者の方と一緒にスーパーに買い物に出かけ
たり、イベントに参加したり、ボランティアを掃い
たりして実践に向け取り組んでいます。

地域に開かれたホームとして利用者と職員
が共に地域の中で暮らす姿勢を大切に、実
掛こ向けて取り組んでいます。また、理念の
共有を基盤にチームワーク作りに励んでい
ます。

2 （2）0 事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

職員が外掃除や洗濯物・布団干し、散歩などを
行い、自宅の延長のような形で近所の方 と々交
流を回っています。また買い物から寮に帰るまで
の休憩場所・雨宿りの埠所として活用してもらっ
ています。

葦 葦 賢 妻欝

親しまれています。

3 0 事業所のカを活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人 に々向け
て活かしている

地域の方より、認知症の症状で悩んでいる方が

いるという相談を受けることがあります。その際、
認知症についてや、ケアの方法、今後について
を一掛こ話し合っています。

4 （3）0 運
運営
評価
いを行

嘗推進会譲を活かした取り組み

推進会譲では、利用者やサービスの実際、

への取り組み状況等について報告や話し合
い、そこでの意見をサービス向上に活かし

運営推進会議ではブレーンストーミング方式で
行っており、参加者の中から自由な発音を頂き、
サービスの向上につながっているのではないか
と思います。

市職員・地域関係・家族会代表等の各担当

者出席の中で、相互の親睦を図りながら、利
用者の現状等の情報の伝達の場として理解
を得る中で、施設向上を旨に活発な協議に

ている 努めています。

5 （4）0 市
市町
所の
伝え尤

町村との連携
村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
実付やケアサービスの取り組みを積極的に
崇がら、協力関係を築くように取り組んでいる

様 な々職務で市役所を訪ねる機会があり、その
中で情報交換を行っています。市役所の方も、お
忙しい中時間を作りホームに足を運んで下さるこ

利用者に関する諸手続き等での庶務関連の

訪問の機会も多く、地域の什報や社会情勢
等のキャッチの場として、協力的な相互の関

ともあります。 係づくりに活用しています。

6 （5）0 身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

施設内外の研修で徐々 に理解を深めています。

「身体拘束排除主音」を掲示しており、研修

を重ねる中で、常に介護のプロとしての自覚
身体拘束は一切行っておりません。 を再確認しながら、利用者の身心の健康に

配慮したケアの実践に取り組んでいます。

7 0 虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
l告思 認 諾 豊 ことがないよう注意を払

市役所が開催する集団指導等に参加し虐待や
身体拘束について学んでいます。また参加した
聴員がホームに持ち帰り伝達講習を他職員に
行っています。

暮

1ページ GHひだまり荘（敷戸）



自 外

部
項　 目

自己評価 外部評価

／ 次のス丁ツプに向けて　 特したい内容
己

8
○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支捷事業や成年

後見制度について学ぶ棲会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合いiそ れらを活用できるよう －

支援している

／

職噂での勉強会を通じて少しずつですが学んで
上！声す†

　 J －
9 ○契約に関する説明と納得

契約の綿結、解約又はや改定等の際は、利用者

や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を

行い理解 ・納得を図っている

契約の締結、解約の際には一つずつ項目ことに

説明を行い疑問点はないか尋ねています。その
場で思いつかないこともあると思われるため、契
約書を自宅で読み返していただき、不軌 不安な

点があればご連絡して頂くようにお軌 lL 、理解
と納得を回っています。

常日頃からコミュニケーションを回り、その中から
意見や不満を聞き取っています。また運営推進
会譲では利用者の方を交え意見の交換を行い、

　一

10 （6）○運営に関する利用者、家族等意見の反映 玄関口に琳員の振写真を掲示しています。
利用者の家族間交流の希薄な現状

の改善に向け、積極的な関係づくり

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な 家族等の面会時には、いずれの職員でも対

らぴに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営 応可能な職員の連携が図られており、担当

に反映させている ご家族には、意見箱を設置しし希望に添えるよっ

にしています。皆様から寄せられた意見を職員
間で持し合ってより良い運営を目指しています。

制を設けずに、全利用者・家族等と全戦員と

の相互関係づくりに努めています。

　　　　ヽ ヽ

への挑軌 こ期待します。

11 （7）○運営に関する

代表者や管理者 l

琳員意見の反映

ま、運営に関する林見の意見や カンファレンスや会議の際に、意見交流会を行っ

内外の研修や同事業者間のレクレーンヨノ

で研錆を深めています。さらに、日常 の支捷
からの気付き（ハード・ソフト面）やアイデアが

柔軟に発せられる環境づくり努めており、実

軌 こ繋げています。

提案を聞く機会を設け、反映させている ています。また日頃から何かあれば意見を聞か

せて欲しいと育っています。

12 0 就業環境の整備 個々の努力や実績を把握し、それぞれのポジ

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤 シヨンを確立し自分の仕事ができる様にしていま

務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい

など、各自が向上心を持って働 けるよう職場環

す。何でも利用者様のためにしたいことや、自分

のしたいことなどの意見を発言しやすい環境に

・条件の　 備に努めている 努めています。

13 0 職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実

際と力量を把壊し、法人内外の研修を受ける機会

の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

個人の能力に合わせて法人内外の研修を受講

しています。

14 0 同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職且が同業者と交流する機 各施設で開催される講演会や勉強会に参加した

会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問

等の活動を通じて、サービスの貫を向上させてい

く取り組みをしている

リ、スポーツ大会に参加する中で、意見の交流を

図り、サービスの葺の向上に努めています。

2ページ GHひだまり荘（敷戸）



剋 外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

と信韓に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
とく一不安なこと1－要望等に耳を傾けながらi本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

利用開始前には必ず本人、家族と面談し現在の
状況を聞き取り把握するように努めています。不
安な点も多いと患うので、一利用前にご家族と一緒
に見学して雰囲気を感じ取っていただき、納得し
た上で入居していただくようにしています。

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を頼けながら、関係
づくりに努めている

ご本人、ご手旗に要望・意向を利用開始前の面
映で必ず珊書取りし把握するようにしています。
事前にも施設内を見学していただき、ご家族の
方と一緒に支援していけるような信頼関係を築く
努力をしています。

17 0 初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等がrそ
の時」まず必要としている支接を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

しっかりとご本人、ごま族と面談し入所すること
がその方にとって一章最良なのかを、ご家族や
関係者とともに十分に話し合い、ご家族が他の
サービスをご存じなければ、ご紹介する等の対
応をしています。

18 0 本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

ホームの中で役割分担をしていただき、全てを
奪ってしまわず、できることをいつまでも自分で

できる様に、また自分は役に立っているんだ、と
いう意識を持って日々 生活していただくようにし
ています。また職員と一緒におやつやうどんを
作ったりして家族のように支えあう関係を築いて
います

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

ご家族の方は自分達も支援される側なのだと勘
違いしやすい環境ができていると思うので、相
談・入居の段階から一書削こ利用者を支えていく、
という意識を持っていただくようにお帯をしていま
す。何かあれば連絡して一緒に解決できる様に
取り阻んでいます。

20 （8）○馴染みの人や瑞との関係継続の支援

ご家族様の方から、ご本人が今どこでどう暮らし

利用者を取り巻く人間関係の把漣に努めて

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や堵 おり、馴染みの方の訪問や電話も受け入れ

所との関係が途切れないよう、支操に努めている ているのか等、ご家族の方には連絡していただ

いています。

ています。と共に、利用者や家族の方々の

思いを大切に受け止めながら、継続的な支
接に取り組んでいます。

21 0 利用者同士の関係の支援

利用者同士の蘭係を把握し、一人ひとりが孤立

せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

利用者の中には、精神的な不安、身体機能の低

下などにより人間関係がうまく築けず孤立しがち
な方や、他者を攻撃してしまい孤立してしてしま
う方がいらっしゃいます。まず職員と信頼関係を
築き職員を介して徐々に利用者同士で打ち解け
あっていただけるように取り組んでいます亡

22 0 関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族

の経過をフォローし、相談や支接に努めている

サービス利用終了後も、担当のケアマネや施設の
担当者の方等とその後の様子について話してい
ます。
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

ii その人らしい暮らしを続 けるためのケアマネジメント

23 （9）○思いや意向の把握 アセスメントシートを主としてその方の今までの 利用者や家族の主訴（思い）を把握する中
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握 生活歴等を妃入し、その情報を職員が共有・把 で、全職員間での衆知が図られ、利用者の

ニーズに添った環境づくりや介護に取り組ん
こ努めている。困難な場合は、本人本位に検討し機できるように努めるとともに今後の暮らし方の

ている 希望を聞き取るよっにしています。困難な場合、
ご家族からの聞き取りや、身寄りのない方には、
本人の立場に立って検討するようにしています。

でいます。日常的な支援として、一人ひとり

の思いの反映に努めています。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環 主にアセスメントシートにその方の今まで生きて
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に 来た生活史等を記入し、その情報を職員で共有・
努めている 杷捜できるように努めています。

25 ○暮らしの現状の把握 利用者一人ひとりの生活リズムの把姓に努めて
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する います。心身状態は、毎朝のバイタルサインの
力等の現状の把握に努めている チェック、患部のチェックを行い、現状を杷檀する

ように努めています。また排便チェック、食事量
のチェックも行っています。

26 （10）0 チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方 より良く生活して頂くために本人・家族の希望を

計凪の策定にあたり、心身の状況の把環
や、日常生活から見える気付きを大切にしな

について、本人、家族、必要な関係者と話し合

い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

聞き取りケアを行っていく中で、その方にとって支
援が必要と患われる部分を職員で話し合い介護
計画引こ反映させ作成しています。

がら、毎月のアセスメントやモニタリングにて

全職員で取り組んでいます。一人ひとりの利
用者や家族の思いが活きる支援に努めてい
ますh

27 0 個別の配線と実践への反映

日々の様子やケアの実践・緒果、気づきゃ工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

業務日誌、介護（看護）記録を個別に記入し、職
員が情報を共有しケアに当たれるようにし、その
中での状況の変化を介謙計画の作成・見直しに
活かしています。

28 〇一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 病院への通院や送迎、付き添いは、ご家族の方
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ が無理な場合はホームで支棟をしています。ま
こ対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟 た急用などでご家族の支援が出来なくなった壌
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる 合などもホームが代行できることであれば支捷し

ています。

4ページ GHひだまり荘（敷戸）



自
己

29

外
部

項　 目
自己評価

実践状況

外部評価

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

0 地域資源との協働 ボランティアの方が来荘して下さり一緒に歌や踊
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把櫨 りを楽しんだり、中学生・高校生の実習の受け入
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな れを行ったりしています。警雫・消防署は避難訓
暮らしを楽しむことができるよう支援している 練等を通じて、何かあった時の協力を要請してい

ます。

30 （11）0 かかりつけ医の受診支援
ご本人■家族が希望された病院にかかるようにし

ています。専門外の科の受診については、紹介
状を書いていただき、専門医を受診するようにし
ています。

入居以前のかかりつけ医の継続や、遠方か
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納

得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し

らの入居者には、利用者、家族と相談のうえ

協力医を紹介しています。緊急時には協力
医の指示を仰ぎ、救急病院で受診し、結果を

ている 家族に報告しています。

31 0 看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看練職や訪問看護師等に伝え

て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

現在、職場内には看護師はいませんが日々 の

生活の中で少しでも利用者の方に変化があれ
ば、かかりつけ医、看護師に連絡し指示を仰ぎ
対応しています。

32 0 人退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との什報交換や相談に努めている。ある

入院中は出来るだけ職員がお見知 1に顔を出

し、馴染みの顔を思い出してもらうようにしていま
す。早期退院に向けて定期的な情報の確認の連
絡を行い、病院のソーシャルワーカーと相談して

いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係

◆L　 ‾

います。

33 （12）
つくJを行っている∧
○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 入居の契約の段階からターミナル期について本

人・ご家族と話し合っています。意向は変化して

終末期のあり方については、契約時に説明を

重度化した場合や終末期のあり方について、早 行い、同意書を頂いていますが、利用者、家族
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業 をいくので、ご本人にとって一番最良の方針をそ の希望を優先するようにしています。実際には
所でできることを十分に説明しながら方針を共有 の都度話し合っています。現在、終末期の方は まだ看取りは行われていませんが、研修を行

し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん いらっしゃいませんが、今後に向けて検討・準備 い指針、ケア、思いを磯貝で話し合い、尊厳を

でいる を行っています。 持って最期を迎えられるよう支援しています。

34 0 急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
長は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行

い、実践力を身に付けている

消防署の応急手当等の講習を受け、訓練してい
ます。

35 （13）0 災害対策

火災や地震、水音等の災害時に、昼夜を問わず

利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

災害時避難訓練を定期的に行っています。運営

推進会議等で、近隣の住民の方々に災害時や

年2 回避難訓練と年1回の心肺蘇生訓練を

行っています。運営推進会議で近隣の方々
の協力を呼びかけていますが、参加するとこ
ろまでに至っていません。

夜間想定の訓練と、地域の住民や消

防団の参加を回覧板等を利用し、協
力を呼びかけるなど期待します。緊急事故発生時、協力していただけるようにお

廉いしています。
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

虻 人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 （14）0 －人ひとりの尊王とプライバシーの確保 日常の言葉掛けや対応は職員同士の丸付きの
人生の先輩として、人格を尊重した青葉かけ一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを中で互いに注意しあえる環境づくりに努めていま

損ねない青葉かけや対応をしている す。利用者さんのプライバシ二を常に尊重しなが
ら対応するように心がけています。記録やミー
ティングでは必ず利用者さんの目に触れない・聞
かせないを意識して行っています。

や誇りを損ねないような対応を心掛けていま

す。職員同士の気付きの中で注意しあえる
環境にあります。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

うまく自分の思いを表出できない方や苦手な方

には、個別に落ち着いてゆっくりお話する時間を
設けて希望などを聞き取り、活かすようにしてい
ます

38 ○日々のその人らしい暮らし 敬老会や運動会などは敬老の日、体育の日など

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一

人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支捷している

カレンダー通りにイベントを行っています。それ以
外のバスハイクや季軌こ応じたイベントは、その
日の利用者さんの体調・天候t希望に沿って実
施しています。また囲碁が好きな方、散歩が好き
な方、編み物が好きな方色々いらっしゃいますの
で、それに応じて行っています。

39 0 身だしなみやおしゃれの支援 ホームに定期的に来て下さる美容師さんがい
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう らっしゃいますが、行きつけの美容院に行きたい
に支摸している という希望があれば行くことができます。またパ

ジャマに着替え休まれる方、毎日違う服に着替
える方等、様々な要望に応え対応しています。

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援 職長が一緒に席について食事をしています。好
利用者と職員が同じ食卓を囲み、全員が一

緒の雰囲気の中、楽しく会話をしながら食事
をしています。野菜を切る人、食事を運ぶ

人、食卓や床を掃除する人等順番を決めて
手伝って頂いています。

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好

みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

き嫌いがあると思いますが、できるだけ栄養が偏

らないように声掛けしおこなっています。また当
番制で配膳やお盆拭き、台拭き、テーブルの下
の床掃除を毎日一緒におこなっています。また
お味噌汁の具を毎日一4割二切って準備したり、3
時のおやつを皆で作ったりしています。

41 0 栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

刻みや一口大等その方に合わせた食事形態を
提供しています。また水分摂取量が少ない方に
は摂取量を記軌＝残し職員間で共有して、促す
ようにしています。

42

l

0 口腔内の清潔保持

ロの中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人のカに応じた口腔ケ

アをしている

毎食後口腔ケアをおこなっています。また口腔ケア
がうまく出来ない人には磨き残しがないか職員
が確認をおこなって磨き残しがある場合には職
員がおこなうようにしています。 l
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

43 （16）0 排泄の自立支捷

尿意・便意の表出がはっきりしない方には、職員

利用者個々に排尿、排便の時間を記録し利
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり 用青の排泄パターンを把漣しています。プラ
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで が声かけ・誘導を行い排泄コントロールをおこ イバシーを考慮し、誹導する時は職員間で
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている なっています占 目で合図を行い1′そっとトイレで排泄や交換‾

を行っています。

44 ○便秘の予防と対応 利用者の方全員毎日排便のチェックをおこなっ
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物のエ ています。便秘気味の方には運動を積極的にし

夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に

取り組んでいる

ていただいたり、水分や繊維賞のものを多めに
取っていただくようにしています．排便が田無な
方には、本人、医師とお憶をして下剤の服用を
取り入れたりもしています．

45 （17）0 入浴を楽しむことができる支捷

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決

めてしまわずに、個々にそった支接をしている

基本的な入浴．日は決まっていますが、突然の入
居希望にも対応できるようにしています。

基本的には遺2回の入浴となっています。利

用者の希望に応じた入浴支援を行えるよう
心掛けています。入浴後r気持ち良かった、
さっぱりした。」等の感想も聞かれます。

46 0 安眠や休息の支援 一日中活動するのは体力的に厳しいので、当
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ ホームでは、昼食後、排泄・口腔ケアを済ませて
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支 それぞれの居圭や、好きな場所で休息できる時
捷している 間を放けています。休めない方は、職員と一緒

に過ごしていただいています。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用1 について理解しており、服薬の支津と症
状の変化の確認に努めている

個人のケースに薬の情報を挟んでおり、理凱こ
努めています。薬がま更になった場合には症状
の確駿を行い、変化があればすぐに主治医に報
告するようにしています。

48 ○役割、楽しみごとの支援 日々の生活の中で利用者の皆さんが特技や技
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、－ 能を活かして」日々の生活の中で輝ける時間を
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、 作るようにしています。役割を持つことで自分自
楽しみごと、気分転換等の支操をしている 身の存在意義を見出し、張りのある生活を送っ

てもらえるように努めています。

49 （18）0 日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か 突然のお1人での外出希望にも対応しています。
買い物、散歩、美容室利用等一人ひとりの

その日の体調を考慮し、希望に添った外出
支接をしています。また日々の食材を買いに

行く時にも同行し、自然に戸外に出掛けられ
る機会を作っています。

けられるよう支軌 こ努めている。又、普段は行け また利用者さんから曽段は行けない場所への外
ないような場所でも、本人の希望を把捜し、家族 出の希望があった際には、電族に連絡を取り可
や地域の人々と協力しながら出かけられるように

支援している

能であれば出かけていただいたりしています。
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50 ○お金の所持や使うことの支接 管理上、必要最低限の金銭の所持をお願いして
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し いますが、利用者の方が不必要にお金を使用し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を ないように支援しています。またそのお金を持っ
所持したり使えるように支捷している て、貰い物に出かけ支払いをするお手伝いをし

ています。

51 ○電話や手紙の支捷 電鱈の使用はご家族から制限がない限り自由に
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙 していただいています。手紙はご家族や友人か
のやり取りができるように支援をしている らも届きますし、その返事を利用者が書いたり、

字を霊くことが難しい場合には、絵を描いて集書
きに描いて送っています。

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり 全フロアーが自然の光や音を取り入れられるよう玄関やホールには、季節感のある飾り付け
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴 に工夫しています。ホールや廊下にはみんなで や利用者の希望で作成された作品が飾ら
圭、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま 行ったバスハイクの思い出等の写真を♯り、またれ、暖かい雰囲気を作っています。円形のソ
ねくような刺激（昔、光、色、広さ、温度など）がな 自分連で作った作品を展示しており利用者の方 ファーには、それぞれ居場所が決まってお
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、 に居心地良く過ごしていただけるよう工夫してい り、楽しく音楽を蘭いたり、お詩をしたりと落
居心地よく過ごせるような工夫をしている ます。 ち着いた時間が流れています。

53 0 共用室r恥こおける一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利 利用者の方々が思い思いに過ごしていただける
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の ように、居圭だけでなく、所々に椅子やテーブル
工夫をしている を股覆しています。

54 （20）0 居心地よく過ごせる居室の配慮 ベッド、タンスは今まで使い慣れたものを持ち込 使い慣れた家具やテレビ、家族の写真が鷹
かれ、自由に部屋の模様替えをしたり、居心
地良く安心して過ごせるよう工夫をしていま
す。

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相 んでいただくようにしています。（お持ちでない方
放しながら、使い慣れたものや好みのものを活か は準備しています）写真や趣味の晶、お仏壇等
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして をお持ちいただき少しでも自宅で過ごしていた雰

いる 囲気に近づけるように配慮しています。

55 〇一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 建物内電馴ま、バリアフリー・手すり等を活用した
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ 構造になっています。トイレの前には張り紙をし
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活 てトイレと分かるように、洗面台の前にも張り紙
が送れるように工夫している を掲示して、少しでも1人で出来るように工夫して

います。
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